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とつの手段が毎時レポートであった。それは ① 師弟が一対ーになれる ②必ず読まれる
③ どのような内容の記述も受容される ④ 教師の所感ないし返事が書かれる ⑤ 次の講
義には必ず学生の手元にもどる などを，その方法の満たすべき条件と していた。これは，ひ
とりひとりの学生に，数分ないし十数分の教師の時間が必ず費される方法であるから，多人数






トの変容形ができたことの寄与もあってのことであった。 その変容形は (A) 「必ず読まれる」




~ ①師弟が ②必ず読アン ③どんな ④師の返 講義で ⑤次の講 ⑤最低必一対ーに まれる ダーライ 記述も受 事が必ず 話される 義までに 須の確か 適用講義なれる ンカ宝ある 容される 書かれる事もある もどる めがある
毎時レポート 。。（／／ 。 。。。／ 教育学
思いを綴る 。。：／ 。。。。。教育方法体育評価
心 の花束 。 。 。。／； 。。。統計学
2.調査の方法
それぞれの講義の，前期の最終回の講義の終了前に，図lのような用紙によって，出席カー
ドの代わりに記入してもらった。用紙の 「」 の中だけは方式にふさわしい言葉に変えた 3通
りの用紙によった。
月日，番号，氏名の記入後，用紙の上の4行を読み，「深く考えないで， 第一印象で， 7段
階のどこかに，必ずOを入れて下さい。 練習しましょう。その最初は 『たやすいJと 『むずか
しいJとありますね。その聞に 『非常に』とか『やや』とか書いたのと並んで7つの箱があり
ますね。ここは，心の中で、『毎時レポー ト， たやすい， むずかしい， どこかな』と （心の中で）
言って，ぱっと 7つの箱のどこかにOをつけるのです。では，まずそこをやりましょう。J「は
い」「次に， 役立つ，無駄な， のところも同じように ［毎時レポー ト， 役立つ，無駄なjと心








この調査法は，イリノイ大学のオスグッド（ Osgood C. E. ）によって創始され「Measurement


























































はい どちらと もいえない いいえ
2 r毎時レポー ト』は講義の効果にプラスになると思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
3 『毎時レポート』は学生の親しみや心の安定にょいと思いますか
はい どちらと もいえない いいえ
4 『毎時レポー りはないほうがよいと思いますか














~整型船 毎時レポー ト 思いを綴る 心の花束311名（324) 158名（162) 306名（313)
は いt；；：もいいえは いi；；：もいいえは いt；；：もいいえ
あったほうがよいと思いますか 94.2 5.8 0.0 95.6 4.4 。 98.0 2.0 0.0 
講義の効果にプラスになると思いますか 84.8 15.2 0.0 87.3 11.4 1.3 84.2 14.5 1. 3 
学生の親しみや心の安定にょいと思いますか 96.8 3.2 。 96.8 2.5 0.6 98.7 1.3 0.0 

































































































































弘、 つめたい 6 .83 
下ヲ 暗い 6.23 
悲しい 6.52 
占、 がっかり 6 .59 
＼ヂ 大きらいな 6 .04 
o' きびしい 6.25 
J’ 閉じている 5. 99 〆 浅い 6.25 
Cf. 大切でない 6 .57 
"c入 つまらない 6 .17 
で》 不便な 5 .65 
〈レ戸r 不要な 6 .51 
図3 〔思いを綴る方式〕意味微分プロフィール
158名
7 6 2 平均
。、 つめたい 6.88 
[)> 暗い 6.39 
<( 悲しい 6 .63 
b カずっかり 6 .59 
＼ヲ 大きらいな 6 .18 
。／ きびしい 6.47 
J' 閉じている 5 .92 
〆 浅し、 6.22 
《 大切でない 6.46 
＼民 つまらない 6 .18 
〉 不便な 5. 78 
不要な 6.37 
図4 〔心の花束方式〕意味微分プロフ ィー ル
306名
6 2 平均
。＼ つめたい 6 .81 
マ 暗い 6.47 
悲しい 6.40 
がっかり 6 .50 
), 大きらいな 6 .33 
σ／ きびしい 6 .65 
q 閉じている 6.13 
浅い 6.03 
Cf 大切でない 6.40 
b._ つまらない 6 .27 
でコD 不便な 5 .58 
I a-- 不要な 6 .45 
荻野 ：ともに学ぶ教育学 （その3)146 
上段は%，下段は度数
非常に だいたい やや どちらとも やや だいたい 非常に 計 平 均いえ辛い
A「毎時レポー ト」方式 69.5 19.3 5.5 5.8 6.52 216 60 17 18 311 
B「思いを綴る」 方式 73.4 19.0 5.1 1.9 0.6 6.63 116 30 8 3 I 158 
C「心の花束J方式 56.9 30.7 7.8 4.6 6.40 174 94 24 14 306 
c Aの有意性 ＠ ＠ ＠ 


































































































































































































表現による自己理解の効果 ②悩みなどを表現して軽くするカタルシスの効果 ③ 自分が
受容されていることを感じ，心の安定を覚える効果④ 表現による自己や思考の深化を喜ぶ
効果⑤返事や所感がもらえる場合，それから得られるア ドバイスの効果 がそれである。















































































A 日 A-B 
6.85 6.75 
6.51 6.40 θ 
6.49 6.27 ＠ 
6.62 6.34 ① 
6.45 6.17 
6. 72 6.56 
6.21 6.02 ⑥ 
6.18 5.83 
6.46 6.32 ＠ 
6.37 6.14 ＠ 
5.75 5.39 ① 
6. 55 6.32 
講者数104名，3講目の教育学であった。教室と曜日 （CD 252，木）( EF 120，水） だけが
ちがい，水曜は科内会議や委員会で，教師は鐘が鳴ってから教室に急ぐことが多かった。 図6
152 荻野：ともに学ぶ教育学 （その3)


























CD EF CD EF 
つめたい 6.83 6.83 
H音い 6.44 5.90 ＠ 
悲 しい 6.55 6.46 
がっかり 6.54 6.55 
大きらいな 6.03 5.94 
きびしい 6.25 6 .17 
閉じている 6.24 5.84 ⑥ 
浅い 6.33 6.19 
大切でない 6.63 6.54 
つまらない 6.25 5.94 
不便な 5.69 5.51 






6. 56 6.50 
6. 66 6.55 
6.13 5.98 
6.33 6.21 
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